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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年４月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２８年１０月２８日 ０８時４０分ごろ 

発生場所 長崎県松浦
まつうら

市青
あお

島東方沖（大野瀬付近） 

 魚固
お ご の

島
しま

灯台から真方位２５５°１,６３０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°２５.２′ 東経１２９°４１.６′） 

事故の概要  貨物船CHANG
チ ャ ン

 PING
ピ ン

は、北西進中、乗り揚げた。 

 CHANG PING は、船底外板に凹損等を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年１０月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（長

崎事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 CHANG PING（ミクロネシア連邦籍）、１,４６４トン 

 ９１０９１７２（ＩＭＯ番号）、CHANG PING SHIPPING CO.,LTD. 

 ７０.７７ｍ（Lr）×１１.５０ｍ×７.００ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,３２４kＷ、１９９４年建造 

 乗組員等に関する情報 船長（中華人民共和国籍） 男性 ３４歳 

 締約国資格受有者承認証 船長（ミクロネシア連邦発給） 

  交付年月日 ２０１６年３月３１日 

        （２０２０年４月２２日まで有効） 

航海士（ミャンマー連邦共和国籍） 男性 ５３歳 

 締約国資格受有者承認証 一等航海士（ミクロネシア連邦発給） 

  交付年月日 ２０１６年６月２２日 

        （２０２１年１月１９日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 船底外板に凹損及び擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 南東、風力 ３、視程 約３海里（Ｍ） 

海象：波高 約０.５ｍ、潮汐 高潮時 

 事故の経過  本船は、船長及び航海士ほか８人（全員中華人民共和国籍）が乗り

組み、金属スクラップ約１,００３ｔを積載し、船首約２.６ｍ、船尾

約４.４ｍの喫水で、平成２８年１０月２８日０８時１７分ごろ中華

人民共和国海門
ハイメン

港に向けて伊万里
い ま り

湾の錨地を出発した。 

 本船は、航海士が、０８時２２分ごろ船長から船橋当直を引き継

ぎ、甲板手を操舵に当たらせ、電子海図表示装置及び１.５Ｍレンジ
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としたレーダーを作動させて手動操舵により北西進した。 

 船長は、針路、速力及び周辺の漁船に注意することを指示して船橋

当直を引き継いだ後、朝食をとるために降橋した。 

 本船は、伊万里湾入口の青島水道に向けて、青島南東方沖を約９～

１０ノット（kn）の対地速力で北西進中、航海士が、右舷船首方に多

数の漁船（以下「漁船群」という。）を視認し、青島水道に向かう変

針予定場所に差し掛かったものの、漁船群を避ける目的で北西進を続

けていたところ、０８時４０分ごろ青島東方沖の大野瀬付近の浅所に

乗り揚げた。 

 本船は、船長が、乗組員に指示して損傷状況及び浸水の有無を確認

した後、海上保安庁及び船舶所有者に本事故発生の通報を行い、２９

日０７時２０分ごろタグボートによって離礁し、伊万里湾に錨泊し

た。 

（付図１ 航行経路図、付表１ ＡＩＳの記録（抜粋） 参照） 

 その他の事項  本船は、荒天避難の目的で２８日０４時ごろから伊万里湾に錨泊し

ていた。 

 本船は、海図Ｗ１６６（伊万里湾及付近、３万５千分の１）を備え

ていた。 

 海図Ｗ１６６によれば、青島北東岸と魚固島北岸の中間付近に右舷

標識である大野瀬灯浮標が設置されており、青島北東岸から約１,０

００ｍ東方の同灯浮標間にかけて、大野瀬と称する高さ約１.８ｍの

水上岩の周囲に干出岩等の浅所が拡延している。 

 本船の電子海図表示装置には、大野瀬、その付近の浅所、水深等が

表示されていなかった。（写真１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船の電子海図表示装置画面 

 航海士は、本事故当時、海図Ｗ１６６ではなく、電子海図表示装置

を見て船位を確認しており、青島北東岸東方沖にある大野瀬付近の浅

所の存在を知らなかった。 

分析  

事故発生場所付近 

青島 

魚固島 
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 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 本船は、青島南東方沖を北西進中、航海士が、青島北東岸東方沖に

ある大野瀬付近の浅所の存在を知らなかったことから、右舷船首方の

漁船群を避けようとして北西進を続け、同浅所に乗り揚げたものと考

えられる。 

 航海士は、海図Ｗ１６６ではなく、大野瀬付近の浅所が表示されて

いない電子海図表示装置を見て船位を確認していたことから、同浅所

の存在を知らなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、青島南東方沖を北西進中、航海士が、青島北東

岸東方沖にある大野瀬付近の浅所の存在を知らなかったため、右舷船

首方の漁船群を避けようとして北西進を続け、同浅所に乗り揚げたも

のと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・海図等を用いて事前に航行予定海域の水路調査を行うこと。 

 ・電子海図表示装置については、性能等を理解した上で使用するこ

と。 
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付図１ 航行経路図 
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事故発生場所 
（平成２８年１０月２８日  
０８時４０分ごろ発生） 

魚固島灯台 

大野瀬灯浮標 

青島 

青島水道 

青島 

青島水道 

伊万里湾 

伊万里湾 

大野瀬 

長崎県 

佐賀県 

伊万里市 

松浦市 
平戸島 

佐世保市 

本船 

変針予定場所 

松浦市 
長崎県 
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付表１ ＡＩＳの記録（抜粋） 

 

時 刻 

（時:分:秒） 

船 位※ 
対地速力 

（kn） 

対地針路※ 

（°） 

船首方位※ 

（°） 
北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

08:16:44 33-22-45.7 129-43-30.7 0.2 049.6 100 

08:17:44 33-22-45.3 129-43-31.7 1.7 102.4 065 

08:19:24 33-22-47.6 129-43-35.0 2.9 002.6 326 

08:19:44 33-22-48.5 129-43-34.6 2.9 326.8 316 

08:21:25 33-22-54.0 129-43-28.9 5.4 318.6 318 

08:27:04 33-23-24.8 129-42-57.9 8.3 326.8 326 

08:28:04 33-23-32.0 129-42-52.3 8.7 327.2 326 

08:30:44 33-23-53.1 129-42-36.3 9.7 327.3 326 

08:32:44 33-24-09.5 129-42-23.7 10.0 327.4 326 

08:34:44 33-24-25.9 129-42-10.6 9.8 325.6 324 

08:35:44 33-24-34.0 129-42-03.9 9.8 327.8 326 

08:36:23 33-24-39.5 129-41-59.8 9.8 328.2 326 

08:38:25 33-24-56.4 129-41-47.2 9.9 327.3 326 

08:46:05 33-25-12.2 129-41-35.4 0.0 092.3 326 

※船位は、船橋上方に設置されたＧＰＳアンテナの位置である。また、対地針路及び船首方位は真

方位である。 


